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�常陸大宮市誕生まであと９３日

　　山方地域の住所表示はこうなります

�議会人事

�あなたの声２１

�旧盛金小学校施設活用で「地域再生計画」の認定

�山方中学校２年生職場体験

夏は、やっぱりプールだネ！
（山方小学校）



２００４．７　広報やまがた （２）
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新しい住所表示これまでの住所表示

常陸大宮市石沢○番地→那珂郡大宮町大字石沢○番地

常陸大宮市長田○番地→那珂郡山方町大字長田○番地

常陸大宮市小田野○番地→那珂郡美和村大字小田野○番地

常陸大宮市入本郷○番地→那珂郡緒川村大字入本郷○番地

常陸大宮市秋田○番地→東茨城郡御前山村大字秋田○番地

※番地は変更ありません。

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�
�


��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�

�
�
	
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

※大字照田については、

現在調整中です。
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（３） 広報やまがた　２００４．７

　

住
所
の
表
示
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
る
変
更
手
続
き
関
係

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
下
記
の
一
覧
表

に
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し

た
が
、
市
役
所
関
係
で
は
当

面
、
手
続
き
の
必
要
が
な
い

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て

は
、「
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

に
も
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
参
考
に
な
さ
っ
て
く
だ

さ
い
。
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お問合わせ先住所変更などによる取扱い・手続きの方法等該　当　者項　　目

住 民 課

�５７－６８１４

手続きの必要はありません。市役所において新しい住所・
本籍に書き換えます。

―戸 籍

―住 民 票

手続きの必要はありません。―住 民 票 コ ー ド

期間を定め、旧カードと手帳を無償で交換する予定です。
なお、交換方法等については、後日お知らせいたします。

登　録　者
印 鑑 登 録 証
（印鑑登録証カード）

手続きの必要はありません。現在お持ちのカードは合併後
もそのまま使用できます。合併後、本庁舎へご来庁の際に
変更の記載をします。

登　録　者住民基本台帳カード

手続きの必要はありません。合併後、本庁舎へご来庁の際
に変更の記載をします。

登　録　者外国人登録（証明）証

手続きの必要はありません。旧手帳についても住所が記さ
れていますが、手続きは必要ありません。

国民年金被保険者及
び年金受給者

年金手帳、年金証書

手続きの必要はありません。現在のものでも使用できます。
なお、被保険者証・受給者証書等は合併後新しいものを送
付します。

被保険者
国民健康保険被保険者証
（国民健康保険証）

保健福祉課

�５７－６８１２

手続きの必要はありません。なお、受給者証書等は合併後
新しいものを送付します。

手当を受けている方児 童 手 当

手続きの必要はありません。合併後、ご来庁の際に手帳を
ご持参いただければ、順次手続きを行います。

交付を受けている方身 体 障 害 者 手 帳

手続きの必要はありません。現在のものを引き続き使用で
きます。

交付を受けている方母 子 健 康 手 帳

手続きの必要はありません。要支援・要介護認定者につい
ては、合併前に新しいものを送付します。

交付を受けている方介護保険被保険者証

生活環境課
�５７－６８１９

手続きの必要はありません。登録をしている方飼 い 犬 の 鑑 札

税 務 課

�５７－２１４５

手続きは必要ありません。現在の標識（ナンバープレート）
をそのまま使用してください。なお、常陸大宮市の標識と
の交換を希望される方には、無償で、本庁及び総合支所で
交付します。（手続きが必要となります。）

交付を受けている方

原動機付自転車（１２５CC
以下のバイク等）、小型特
殊自動車（農耕作業用等）
のナンバープレート（標
識）及び標識交付証明書

手続きの必要はありません。
納税等の口座振替登
録申請されている方

口 座 振 替

（保育所）
　保健福祉課
�５７－６８１２
（学校）
　教育委員会
�５７－６８１７

町内にある保育所、小・中学校及び県立高等学校について
は、住所変更の手続きは必要ありません。ただし、国立・
私立の学校等については、各窓口へお問い合わせください。

入所者、在学者等
保育所、小・中学校等へ
の住所変更の手続き

※　住所変更の手続きが必要な場合、市役所以外の各窓口によっては、合併による住所表示の変更内容を証明する常陸大宮市
長の証明書の添付を求められることがあります。この証明書については、合併日以降に発行できるように準備しています



２００４．７　広報やまがた （４）

郵　 便　〒319－3192　山方660　山方町役場　あなたの声21係
ＦＡＸ　57－3992
電子メール　hisyo@town.yamagata.ibaraki.jp
※ご意見・ご要望は「町長への手紙」、電子メールなどをご利用ください。

あなたの声を町政に ご意見・ご要望などをお寄せ下さい
　このコーナーは、21世紀にあたり町民の皆様が日頃町政に対して感じていること等をお寄せい
ただき、その一部をご紹介し、町長がお答えするコーナーです。
　お寄せいただいた皆様の声は、今後の住みよい町づくりに役立ててまいりますので、町政に対
するご意見・ご提案をお待ちしております。

送付先

　

２
月　

日
か
ら
大
子
町
発
着
の
高

10

速
バ
ス
が
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

１
日
２
往
復
、「
水
ぐ
る
ま
前
」
に
停

車
し
ま
す
。
水
郡
線
利
用
促
進
と
競

合
し
ま
す
が
、
競
い
合
う
こ
と
は
い

い
こ
と
で
す
。昔
、水
郡
線
に「
準
急
・

奥
久
慈
号
」
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

廃
止
さ
れ
て
寂
し
い
思
い
で
し
た

が
、再
び
東
京
と
直
結
し
た
の
で
す
。

利
便
性
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。　

　

先
月
は
３
度
、
上
京
し
ま
し
た
。

往
復
と
も
水
郡
線
、
高
速
バ
ス
、
乗

用
車
と
平
等
に
１
回
ず
つ
の
利
用
で

し
た
。　

　

と
こ
ろ
で
６
月　

日
、
東
京
で
小

21

泉
純
一
郎
総
理
大
臣
に
お
会
い
し
ま

し
た
。
新
聞
で
ご
案
内
の
よ
う
に
、

平
成　

年　

月　

日
、
内
閣
に
地
域

15

10

14

再
生
本
部
が
設
置
さ
れ
た
の
を
受

け
、
文
部
科
学
省
は
旧
盛
金
小
学
校

を
「
廃
校
利
用
と
都
市
交
流
」
の
拠

点
と
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
撤

廃
し
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
第
１
号
認
定
書
を
総
理
か
ら
受

け
た
の
で
す
。
正
式
な
名
称
は
「
盛

金
Ｗ
Ａ
Ｃ
（
ワ
ッ
ク
）
ロ
ー
カ
ル
ア

ク
テ
ィ
ベ
イ
シ
ョ
ン
」と
い
い
ま
す
。

英
語
カ
タ
カ
ナ
で
理
解
で
き
な
い
と

お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
が
、
Ｗ
Ａ
Ｃ

は
キ
ャ
ン
プ
・
冒
険
教
育
・
農
業
体

験
・
都
市
交
流
な
ど
の
意
味
で
す
。

今
後
は
地
元
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
ロ
ー
カ
ル
ア
ク
テ
ィ
ベ
イ
シ
ョ

ン
（
地
域
活
性
化
）
に
取
り
組
ん
で

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

ま
た
別
な
あ
る
日
、
Ｊ
Ｒ
有
楽
町

駅
の
「
み
ど
り
の
窓
口
」
に
行
き
ま

し
た
。
平
日
な
の
に
長
蛇
の
列
。
４

ヵ
所
の
窓
口
で
捌
い
て
い
ま
し
た

が
、
待
つ
こ
と　

分
。
や
が
て
列
の

20

先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
次

の
よ
う
な
貼
り
紙
。「
お
客
様
へ
、
一

日
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
」。
な
・
な
ん

だ
、
こ
れ
は
ッ
！
客
を
１
日
中
待
た

せ
る
つ
も
り
な
の
か
！
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、「
日
」
の

下
の
部
分
に
手
書
き
で
細
い
一
本
線

が
入
っ
て
い
ま
す
。横
線
が
脱
落
し
、

「
一
旦
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と
い
う

意
味
な
の
で
し
た
。　

　

作
り
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際

に
体
験
し
た
も
の
で
す
。
ひ
と
り
う

す
笑
い
し
、
忙
中
閑
あ
り
で
し
た
。

�
総
務
常
任
委
員
会

 
 
委
員
長 
 
木

村

幹

朗

 

副
委
員
長 
 
鹿

嶋

一

義

 
 
委

員 
 
大
�

重

信

 
 
委

員 
 
相

田

三

吾

 
 
委

員 
 
菊

池

五

介

 
 
委

員 
 
細

貝

富

雄

�
教
育
民
生
常
任
委
員
会

 
 
委
員
長 

木　

村　

久
美
子

 

副
委
員
長 
 
根

本

保

裕

 
 
委

員 
 
木

村

勝

昭

 
 
委

員 
 
掛

札

幸

博

 
 
委

員 
 
中

島

光

一

�
経
済
常
任
委
員
会

 
 
委
員
長 
 
堀

江

武

久

 

副
委
員
長 
 �

村

和

郎

 
 
委

員 
 
佐

藤

正

義

 
 
委

員 
 �

村

正

美

 
 
委

員 

海
老
根　

正　

夫

◆
議
会
運
営
委
員
会

 
 
委
員
長 
 
大
�

重

信

 

副
委
員
長 
 
佐

藤

正

義

 
 
委

員 
 
細

貝

富

雄

 
 
委

員 
 
木

村

幹

朗

 
 
委

員 

木　

村　

久
美
子

 
 
委

員 
 
根

本

保

裕

 
 
委

員 
 
堀

江

武

久

◆
大
宮
地
方
広
域
組
合
議
会
議
員

　

・
中　

島　

光　

一

　

・
大　
�
　

重　

信

　

・�
　

村　

正　

美

◆
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
議
会
議
員

・
菊　

池　

五　

介

・
木　

村　

勝　

昭

・
堀　

江　

武　

久

◆
茨
城
北
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

　

・
細　

貝　

富　

雄

　

６
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
い

て
議
会
の
人
事
が
行
わ
れ
、
議

長
、
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
の

委
員
な
ど
が
次
の
と
お
り
選
出
さ

れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

議長に選出された
細貝　富雄議員

副議長に選出された
木村　勝昭議員
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（５） 広報やまがた　２００４．７

　

国
の
進
め
る
構
造
改
革
の
一
環
と

し
て
、
地
域
自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に

よ
り
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
と
「
地

域
雇
用
の
創
造
」
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
国
で
は
地
域
再
生
構
想

の
提
案
を
地
方
公
共
団
体
か
ら
募
集

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
町
で
は
、
都
市
農
村

交
流
の
活
動
拠
点
と
し
て
交
通
の
便

や
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
旧
盛
金
小

学
校
施
設
を
活
用
し
て
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域

活
性
化
計
画
「
盛
金
Ｗ
Ａ
Ｃ
（
ワ
ッ

ク
）
ロ
ー
カ
ル
ア
ク
テ
ィ
ベ
イ
シ
ョ

ン
」
を
策
定
・
申
請
し
、
６
月
に
国

か
ら
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
認
定

を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
支
援
措
置

と
し
て
公
共
施
設
の
転
用
に
伴
う
地

方
債
繰
上
償
還
免
除
、
補
助
金
で
整

備
さ
れ
た
公
立
学
校
の
廃
校
校
舎
等

の
転
用
の
弾
力
化
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

����������������
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のののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概
要要要要要要要要要要要要要要要要

�
盛
金
�
�
�
�
の
概
要

　
「
盛
金
Ｗ
Ａ
Ｃ
」
は
昨
年
、
廃
校

と
な
っ
た
盛
金
小
学
校
の
校
舎
を

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
な
ど
を
備
え
る
宿
泊
施
設
に
改
修

し
、
地
域
の
資
源
や
人
材
を
活
用
し

た
「
漆
塗
り
」「
紙
漉
き
」「
そ
ば
打

ち
」「
カ
ヌ
ー
」「
魚
釣
り
」
な
ど
の

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど

に
よ
っ
て
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を

促
進
し
て
雇
用
の
創
出
と
地
域
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

「盛金WAC」の活動拠点となる旧盛金小学校校舎

小泉首相、細田官房長官などが出席して６月２１日に
行われた認定書の授与式（東京・三田共用会議所）。
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瀬尾　繁喜さん（大字山方）

　

朝
の
散
歩
時
に
道
路
の
ゴ
ミ
を
拾
い
続
け

て
環
境
美
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
瀬
尾
繁
喜
さ
ん
が
環
境
大
臣
か
ら

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
瀬
尾
さ
ん
は
、　

年
１２

前
、
朝
の
散
歩
を
始
め
た
と
き
に
、
道
路
に

ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る
の
を
見
か
ね
て
ゴ
ミ

拾
い
を
は
じ
め
た
そ
う
で
す
。
以
来
、
毎
日

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　「道路は顔。みんな
で顔をきれいにした
ら快適な生活が送れ
ると思います。」と瀬
尾さん。
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２００４．７　広報やまがた （６）

小
学
校
で
体
育
の
授
業
の
お
手
伝
い
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【
保
育
所
】

　

山
方
町
保
育
所
で
は
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
外
へ

散
歩
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。「
こ
の
仕
事
は
楽
し
い
で
す

か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
「
子
ど
も

を
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
次
に
仕
事

で
大
変
な
こ
と
を
聞
く
と
「
子
ど

も
が
来
る
と
一
気
に
い
っ
ぱ
い
来

る
の
で
大
変
だ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
熱
心
に
、
子
ど
も

の
め
ん
ど
う
を
見
て
い
ま
し
た
。

���������	
���
����������

　

山
方
中
学
校
で
は
、
毎
年
２
年
生
全
員
が
町
内

の
各
事
業
所
に
出
向
き
、
正
し
い
勤
労
観
や
職
業

観
を
身
に
付
け
る
た
め
の
職
場
体
験
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
町
内
の
事
業
所
で
様
々
な
職
種

の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
、役
場
で
広
報
の
仕
事
を
体
験
し
た
の
は
、

小
野
瀬
大
樹
く
ん
と
渡
辺
俊
道
く
ん
。
二
人
は
、

他
の
職
場
で
働
く
仲
間
た
ち
を
取
材
し
、
そ
の
様

子
を
広
報
誌
の
紙
面
に
す
る
ま
で
の
仕
事
を
行
い

ま
し
た
。
左
の
紙
面
は
、
二
人
が
写
真
撮
影
か
ら

原
稿
作
成
ま
で
行
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。
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（７） 広報やまがた　２００４．７
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【
小
学
校
】

　

野
上
の
山
方
南
小
学
校
で
は
、

授
業
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教

え
た
り
、
生
徒
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
と
て
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し

た
。「
大
変
な
こ
と
は
」
と
聞
く

と
「
名
前
を
覚
え
る
の
が
大
変
」

や
「
泣
か
れ
る
と
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
ま
よ
う
」と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
先
生
に
中
学
生
の
働
く

様
子
を
聞
く
と
「
最
初
は
生
徒
と

向
き
合
う
の
が
恥
ず
か
し
そ
う

で
、
い
い
点
数
と
は
い
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
後
か
ら
は
み
ん
な
な

れ
て
き
て
勉
強
が
わ
か
ら
な
い
子

が
い
た
ら
付
き
添
っ
て
わ
か
る
ま

で
熱
心
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
１
０
０
点
で
す
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

【
自
動
車
修
理
工
場
】

　

修
理
工
場
で
は
、
主
に
自
動
車

の
解
体
と
組
み
立
て
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
に
こ
の
仕

事
の
大
変
な
と
こ
ろ
を
聞
く
と

「
構
造
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で

難
し
い
」「
ね
じ
を
は
ず
す
の
が
難

し
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
車
を
分
解
す
る
の
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
工

場
の
人
は
、「
み
ん
な
自
動
車
に
興

味
が
あ
る
よ
う
だ
し
、
い
き
い
き

や
っ
て
い
る
か
ら
勉
強
し
て
い
る

と
き
よ
り
も
楽
し
そ
う
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
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【
ホ
テ
ル
】

　

ホ
テ
ル
で
は
、
食
事
の
用
意
や

弁
当
の
配
達
な
ど
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
風
呂
掃
除
や
料
理
の

具
材
を
切
る
こ
と
な
ど
大
変
な
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」に
い
ろ
い
ろ
な

人
と
話
が
で
き
た
こ
と
な
ど
楽
し

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
み
ん
な
一
生
懸
命
仕
事
を

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

【
三
太
の
湯
】

　

諸
沢
の
三
太
の
湯
で
は
、
接
客

や
風
呂
掃
除
な
ど
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。仕
事
の
感
想
を
聞
く
と「
初

め
て
の
仕
事
で
緊
張
し
た
」「
お
客

様
と
向
き
合
う
と
き
緊
張
す
る
」

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

係
の
人
か
ら
は
、
は
き
は
き
と
し

た
態
度
で
接
客
す
る
こ
と
を
教

わ
っ
た
そ
う
で
す
。
受
付
の
人
に

中
学
生
の
様
子
を
聞
く
と
「
み
ん

な
よ
く
働
い
て
い
ま
す
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。



２００４２００４．．７７　広報やまがた広報やまがた （８）（８）
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皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。秘

書
課
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（９） 広報やまがた　２００４．７
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２００４２００４．．７７　広報やまがた広報やまがた （１０）（１０）
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付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

大
宮
地
方
広
域
組
合
事
務
局

　
�
（　

）
１
４
６
０

５３

●
受
験
資
格

　
【
警
察
官
Ａ
】
昭
和　

年
４
月
２

５０

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
方
、
も
し
く
は
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
に
卒
業
見
込

１７

３１

み
の
方
。
ま
た
は
人
事
委
員
会
が

こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
方
。

　
【
警
察
官
Ｂ
】
昭
和　

年
４
月
２

５０

日
か
ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で

６２

に
生
ま
れ
た
方
で
、
警
察
官
Ａ
の

受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
方
。

●
採
用
予
定
人
員

【
警
察
官
Ａ
】
男
性　

名
程
度
、

８０

女
性
４
名
程
度

【
警
察
官
Ｂ
】
男
性　

名
程
度
、

３４

女
性
３
名
程
度

●
試
験
の
方
法

【
第
１
次
試
験
】
教
養
試
験
、
論

文
試
験
、
身
体
･
体
力
検
査

【
第
２
次
試
験
】
口
述
試
験
、
適

性
検
査
、
身
体
精
密
検
査

●
試
験
期
日

【
第
１
次
試
験
】
９
月　

日
（
日
）

１９

合
格
発
表　

月
１
日
予
定

１０
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★★★今月の納期★★★

８月２日（月）
●固定資産税（２期）
●国民健康保険税（２期）
●介護保険料（２期）
●水道使用料
●共済掛金（水稲・陸稲・畑作）

●
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

▼
試
験
区
分　
　

事
務

▼
採
用
予
定
人
員　
　

若
干
名

※
採
用
時
は
新
市（
常
陸
大
宮
市
）の

職
員
と
し
て
採
用
す
る
予
定
で
す
。

●
受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

５１

６２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
試
験
の
方
法　

▼
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）　

公

務
員
と
し
て
必
要
な
高
校
ま
た
は

大
学
で
履
修
し
た
程
度
の
一
般
知

識
、
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
。
作
文
は
主
と
し

て
文
章
表
現
力
等
の
評
価
。

▼
第
２
次
試
験
（
口
述
試
験
・
身
体

検
査
）　

個
別
面
接
に
よ
る
人
物

評
定
・
職
務
遂
行
に
必
要
な
健
康

度
の
検
査
。

●
試
験
期
日
及
び
会
場

▼
第
１
次
試
験

　
【
期
日
】９
月　

日（
日
）受
付
９
時

１９

　
【
会
場
】
茨
城
大
学

　
（
水
戸
市
文
京
２－
１－
１
）

▼
第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合
格

者
に　

月
下
旬
頃
に
通
知
。

１１

●
申
込
み
受
付

▼
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
木
）
〜

８
月
２
日
（
月
）
月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
郵
便
の
場
合
は
８
月
２
日
必
着

▼
申
込
み
先　

大
宮
町
役
場
総
務
課

（
受
験
票
の
発
行
が
必
要
な
こ
と

か
ら
大
宮
町
役
場
の
み
の
受
付
と

な
り
ま
す
。）

▼
提
出
書
類　

申
込
書
１
部

※
申
込
書
及
び
試
験
案
内
の
請
求
は

合
併
町
村
（
大
宮
町
・
山
方
町
・

美
和
村
・
緒
川
村
・
御
前
山
村
）

の
総
務
課
ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ

　

山
方
町
役
場
総
務
課

　
�
（　

）
２
１
２
１

５７

※
く
わ
し
く
は
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

http://www.town.yamagata.ibaraki.jp

●
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職　
　

若
干
名

●
受
験
の
資
格

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和　

５５

６２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
試
験
の
方
法

▼
第
１
次
試
験　

大
学
卒
程
度
の
一

般
教
養
試
験
及
び
高
校
卒
程
度
の

一
般
教
養
試
験
（
作
文
を
含
む
。）

と
適
正
検
査
。

▼
第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格

者
の
み
）。
口
述
試
験
及
び
身
体

検
査
。

●
試
験
期
日
及
び
会
場

▼
第
１
次
試
験

　
【
期
日
】９
月　

日（
日
）午
前　

時

１９

１０

　
【
会
場
】大
宮
町
立
大
宮
中
学
校

（
那
珂
郡
大
宮
町
３
１
１
７
番
地
）

▼
第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知
。

●
申
込
み
受
付

▼
受
付
期
間　

８
月
２
日
（
月
）
〜

８
月　

日
（
月
）
月
〜
金
曜
日
午

２３

前
９
時
〜
午
後
５
時

※
郵
便
の
場
合
は
８
月　

日
必
着

２３

▼
申
込
み
先
及
び
受
験
案
内　

　

大
宮
地
方
広
域
組
合
事
務
局（
大
宮
地

方
広
域
組
合
消
防
署
の
車
庫
２
階
）

▼
提
出
書
類　

申
込
書
１
部
（
所
定

の
申
込
用
紙
を
使
用
す
る
と
）

※
受
験
申
込
者
に
は
、
受
験
票
を
交
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（１１） 広報やまがた　２００４．７

��������	����������	��
【
第
２
次
試
験
】　

月　

日
（
火
）

１０

１２

〜　

月　

日
（
木
）
合
格
発
表　

１０

１４

１１

月　

日
予
定

２２

●
申
込
み
期
間　

７
月
１
日
（
木
）

〜
８
月　

日
（
金
）

２７

●
問
い
合
わ
せ

　

大
宮
警
察
署

　
�
（　

）
０
１
１
０

５２

※
く
わ
し
く
は
警
察
官
試
験
案
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

kenkei/saiyo/index.htm

終
戦
当
時
の
海
外
引
揚
者
の
方
々
へ

　

税
関
で
は
、
海
外
か
ら
引
揚
の
際

お
預
か
り
し
た
次
の
通
貨
・
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ

ら
れ
た
方
が
、
上
陸
地
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
な
ど
。

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、総
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど

の
う
ち
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
預
け
ら
れ
た

方
ご
本
人
は
も
と
よ
り
、
ご
家
族
の

方
で
も
結
構
で
す
。
お
心
当
た
り
の

方
は
、
次
の
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
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 ��������������������������������� � ��� � � � 	 
 �
２等

陸・海・空士
（１７年３・４月入隊）

曹候補士
（陸・海・空）

一般曹候学生
（陸・海・空）

航空学生
（海・空）

 種　目

募集要項 

８月２日～ 
 ９月８日

８月２日～ 
 ９月８日

８月２日～ 
 ９月８日

８月２日～ 
 ９月８日

受 付 期 間

１８歳以上 
 ２７歳未満

１８歳以上 
 ２７歳未満

１８歳以上 
 ２４歳未満

高卒（見込含）
 ２１歳未満

応 募 資 格

男子　９月中旬以降
女子　９月２６・２７日の
指定するいずれか１日

９月１８日９月１８日９月２３日
第 １ 次
試 験試

験
期
日
等

１０月９日～１５日の
間の指定する１日

１０月９日～１５日の
間の指定する１日

１０月１６日～２１日の
間の指定する１日
（第３次試験まで）

第 ２ 次
試 験

男子　１１月中旬
女子　１１月１９日

１６年１１月１７日１６年１１月１０日１７年１月２８日合格発表

１５９，６００円（学歴・経歴等により増額されます。）
その他各種手当があります。ボーナス年２回（４．４か月分）

初任給等

給　
　

料　
　

等

無料で支給されます。衣 食 住

陸上は２年海
上・航空は３年
を１任期として
採用されます。
（以降１任期２
年として、継続
可能）

入隊後約３年
以降、選考に
より３等陸・
海・空曹に昇
任します。

約２年間の教
育終了後、全
員３等陸・海・
空曹に昇任し
ます。

入隊後約６年
間で幹部パイ
ロットになり
ます。そ の 他

山方町役場保健福祉課　�０２９５－５７－６８１２
日 立 事 務 所　�０２９４－２１－１５２４
ホームページアドレス　http://www.ibaraki.plo.jda.go.jp
E‐mail：hq1@ibaraki.plo.jda.go.jp

連 絡 先
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合

計

助　手　席運　転　席時

間 着用
率

着用
者数台数着用

率
着用
者数台数

８８．７７１．４２０２８９０．６２３１２５５
７時
～
８時

調査日：平成１６年６月１５日（火） 場所：山方宿駅前
（単位：台、％）
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５
５
８

９２

（
鹿
島
郡
神
酒
町
東
深
芝
９　

鹿

島
港
湾
合
同
庁
舎
内
）

▼
横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
日
立
出

張
所

�
０
２
９
４
（　

）
２
２
１
５

５２

（
日
立
市
久
慈
町
１
‐
３
‐
１
３
）

▼
横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
つ
く
ば

出
張
所

�
０
２
９
（
８
３
６
）
４
２
０
５

（
つ
く
ば
市
谷
田
部
４
４
５
９
‐
１

２
つ
く
ば
国
際
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

内
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２００４２００４．．７７　広報やまがた広報やまがた （１２）（１２）
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（１３） 広報やまがた　２００４．７

Hairdresser（美容師）：
 Hello, what can I do for you today?
 いらっしゃいませ。今日はどのようになさいますか。
Lisa（リサ）： I'd like a haircut please.

カットをお願いします。
Hairdresser（美容師）：

Alright then, I'll give you a Shampoo, first. 
This way please.
それではシャンプーをしますから、こちらへどうぞ。
How would you like your hair cut?
カットはどのようになさいますか。

Lisa（リサ）： I'd like to have it short.
ショートにしたいんですけど。
Just like this photo please.
この写真みたいにしてください。

Hairdresser（美容師）：
Oh, that's nice.
まあ、ステキですね。

＊Various Hairstyles＊　－いろいろなヘアスタイル－
bob : ボブ　　　　　　　　layered : レイヤーカット
ponytail : ポニーテール　　braids : 三つ編み
close-cropped : 丸刈り

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　Do it  l ike th is photo, p lease
この写真のようにしてください

えび粉入り豆腐団子スープ
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人
類
の
歴
史
を
通
し
、
永
遠
の
価
値
が
あ
る
の
が
金
で
す
。
古
か
ら
繁
栄
を
意

味
す
る
言
葉
と
し
て
黄
金
（
時
代
）
と
呼
び
使
わ
れ
、
今
も
世
界
各
国
共
通
の
信

用
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

日
本
で
も
金
に
関
し
て
の
話
し
は
沢
山
あ
り
ま
す
。奈
良
の
大
仏
建
立
の
時
の
、

天
平
二
十
一
年
（
７
４
９
年
）
陸
奥
国
（
現
宮
城
県
黄
金
山
神
社
）
か
ら
国
産
初

の
黄
金
の
献
上
が
あ
り
大
仏
が
無
事
完
成
し
、
年
号
も
天
平
感
宝
と
変
え
て
い
ま

す
。
奥
州
藤
原
氏
三
代
の
栄
華
も
金
で
し
た
。
貨
幣
経
済
に
な
る
と
、
太
閤
秀
吉

は
今
で
も
金
を
使
っ
た
世
界
最
大
の
天
正
大
判
を
鋳
造
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

久
降
で
は
８
３
６
年
に
八
溝
山
系
の
金
脈
の
一
つ
と
し
て
「
九
里
宇
金
山
」
が

発
見
さ
れ
遣
唐
使
派
遣
の
費
用
に
充
て
た
と
あ
り
ま
す
（
続
日
本
後
記
・
８
６
９

年
完
成
）。
佐
竹
氏
（
約
４
０
０
年
間
）
か
ら
水
戸
藩
時
代
（
約
２
５
０
年
間
）

を
通
し
て
財
源
と
し
て
保
内
各
地
で
金
が
掘
ら
れ
ま
し
た
。
山
方
に
は
久
隆
、
盛

金
、
舟
生
、
舘
等
に
掘
っ
た
跡
が
残
っ
て
い
る
の
は
皆
さ
ん
の
知
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
金
砂
山
が
示
す
通
り
諸
沢
の
奥
で
も
砂
金
が
と
れ
た
話
し
が
あ
り
ま
す
。
総

じ
て
火
成
岩
の
あ
る
一
帯
か
ら
金
が
掘
ら
れ
た
訳
で
す
が
、
久
隆
で
は
永
い
間
掘

ら
れ
て
い
ま
し
た
（
昭
和　

年
迄
）。
他
の
地
区
は
規
模
が
大
き
く
は
な
か
っ
た

１７

で
し
ょ
う
が
採
金
で
地
域
が
潤
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

戦
後
も
一
時
舟
生
、
盛
金
、
久
隆
で
金
鉱
山
を
採
掘
し
た
と
の
話
し
は
残
っ
て

い
ま
す
。
久
隆
と
背
腹
の
栃
原
金
山
で
は
観
光
採
金
用
の
鉱
石
と
し
て
現
在
は
チ

リ
か
ら
の
輸
入
品
を
使
用
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

金
（
鉱
石
）

【材料】（４人分）
木綿豆腐  …１/２丁（１５０ｇ）
エビの粉 ………大さじ４
塩  ……………小さじ１/３
片栗粉 …………大さじ２
小松菜 ………………６０ｇ
たけのこ ……………５０ｇ
きくらげ ……………８枚

【作り方】
①豆腐は、ゆでて水気をきり、スプーンでつぶして、エビ粉と
塩、片栗粉を加えて混ぜ合わせる。

②小松菜は、ゆでて３㎝に切る。
③たけのこは、縦に薄く切る。（３㎝位）
④鍋に水３カップとスープの素、たけのこ、きくらげを入れて
煮立て、①をスプーンですくって１個ずつ落とす。

　　４～５分煮て豆腐団子が浮き上がってきたら小松菜を入
れ、酒としょうゆ、塩、こしょうで味付けする。

※具はいろいろ入れて、コンソメの素や和風だしで味噌味にし
てもいいでしょう。

金
鉱
石
（
昭
和　

年
高
舘
山
採
掘
）

１８

〈
寄
贈
者
〉　

木
村
忠
介
氏
（
大
字
舟
生
）

��������	
����������

（ 中華スープの素 …………１袋
酒 ……………………大さじ２
塩  …………………小さじ１/４
しょうゆ ……………小さじ１
こしょう …………………少々

��������	��
���������������

���������	
���������������

��������	
	����

《１人分７１キロカロリー》
＜カルシウム＞７８３ミリグラム
＜カルシウム最低目標摂取量＞

１日６００ミリグラム

��������	
����������	
����������	
��

��������	
�����������
�����������	
������������
�����������	�
���������������
��

��������	
����������������	�
��������	
���
��������	�
�����
��������	


金採掘に水銀を混ぜた鉱石（中央）と採掘の道具類
【旧久隆小学校教材の一部】
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文
・
堀

江

文

男

　
 
初  
日 
、 
本  
祭 
り
、
あ
と 
祭 
り
と
、

し
ょ 
に
ち 

ほ
ん 
ま
つ 

ま
つ

お 
不  
動 
さ
ま
の 
祭 
り
は 
三
日  
間  
続 

ふ 
ど
う 

ま
つ 

み
っ
か 
か
ん 
つ
づ

く
の
が 
慣  
例 
で
し
た
。

か
ん 
れ
い

　
 
初  
日 
は
、 
撥 
さ
ば
き
も
か
る
く
、

し
ょ 
に
ち 

ば
ち

「
テ
ン
テ
テ
ン
・
ド
ン
ド
コ
ド
ン
・

ド
ン
ド
コ
ド
ン
・
テ
ン
テ
テ
ン
ド
ン

ド
コ
ド
ン
・
テ
ン
テ
ド
ン
ド
テ
ン
テ

テ
ド
ン
ド
・
テ
ン
テ
ド
ン
ド
コ
ド
ン
」

と
、 
村 むら 
中 
じ
ゅ
う 

太  
鼓 
を 
打 
ち
な
ら
し
、 
長 

た
い 
こ 

う 

な
が

い 
参  
道 
や 
境  
内 
に
は 
縄 
を
は
り
め
ぐ

さ
ん 
ど
う 

け
い 
だ
い 

な
わ

ら
し
て
、
提
ち
ょ
う

   
 
灯 
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と

ち
ん

 
飾 
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提

か
ざ

ち
ょ
う

   
 
灯 
に
は
、

ち
ん

 
家  
内  
安  
全 
・ 
五  
穀 
豊
   

穣

か 
な
い 
あ
ん 
ぜ
ん 

ご 
こ
く 
ほ
う
じ
ょ
う

   

な
ど
の 
文  
字 
も 

じ

に 
村  
人 
た
ち
の 
祈 
り
の
こ
と
ば
が 
書 

む
ら 
び
と 

い
の 

か

か
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、 
境  
内 

け
い 
だ
い

に
は
、 
村  
芝  
居 
や
人
   

形

む
ら 
し
ば 
い 

に
ん   

浄

ぎ
ょ
う
じ
ょ
う

   
 
瑠  
璃 
な
ど

る 

り

の 
舞  
台 
も
で
き
て
、
観
   

客

ぶ 
た
い 

か
ん   

は
そ
れ
ぞ

き
ゃ
く

れ
、
む
し
ろ

�
�
�

や
あ
ん
ぺ
ら

�
�
�
�

や
ご
ざ

�
�

な

ど
を 
敷 
き
つ
め
、 煮  
染 
め
や
お 
神  
酒 
・

し 

に 

し 

み 

き

お 
赤  
飯 
を 
持 
ち 
寄 
っ
て 
賑 
や
か
に
な

せ
き 
は
ん 

も 

よ 

に
ぎ

り
ま
し
た
。
や
が
て 
灯  
籠 
や
提

と
う 
ろ
う

ち
ょ
う

   
 
灯 
に
ち
ん

 
火 
が 
入 
り
、 
神  
前 
に
篝

ひ 

は
い 

し
ん 
ぜ
ん

か
が
り

   
 
火 
が 
赤  
 々
と

び 

あ
か 
あ
か

 
燃 
え
る
こ
ろ
に
は
、 
芝  
居 
を
は
じ

も 

し
ば 
い

め
、
浄
じ
ょ
う

   
 
瑠  
璃 
が
は
じ
ま
り
、 
祭 
り
は

る 

り 

ま
つ

 
最  
高 
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い 
こ
う

　
 
二
日  
目 
も
、 
初  
日 
の 
疲 
れ
も 
忘 
れ

ふ
つ
か 

め 

し
ょ 
に
ち 

つ
か 

わ
す

て「
テ
ン
テ
ド
ン
ド
テ
ン
テ
テ
ド
ン
」

と 
太  
鼓 
は 
高 
く 
鳴 
り 
響 
き
、 
横  
笛 
が

た
い 
こ 

た
か 

な 

ひ
び 

よ
こ 
ぶ
え

「
オ
ツ
ピ
ピ
ー
ヒ
ヤ
ラ
・
オ
ツ
ピ
ッ

ピ
ー
」
と
、
す
ん
だ 
空  
気 
に
と
け
、

く
う 
き

観
   

客
か
ん
き
ゃ
く

   

も 
初  
日 
よ
り
は 
増 
え
、
な
に
も

し
ょ 
に
ち 

ふ

か
も 
忘 
れ
て 
祭 
り
も 
最  
高 
に
な
り
ま

わ
す 

ま
つ 

さ
い 
こ
う

し
た
。

　
 
三
日  
目 
に
な
る
と
、
さ
す
が
の
お

み
っ
か 

め

は
や
し
連
   

中
れ
ん
ち
ゅ
う

   

も 
疲 
れ
が 
目  
立 
ち
、 
太 

つ
か 

め 

だ 

た
い

 
鼓 
の 
音 
も
、「
ば
か
だ
ら
、ば
か
だ
ら
、

こ 

お
と

ば
か
だ
ら
、 
来 
う
（ 
来 
い
）、 
利  
口 

こ 

こ 

り 
こ
う

は
く
ん
な
、
ば
か
だ
ら 
来 
う
」
と 
聞 

こ 

き

こ
え
る
、
と
お
客
き
ゃ
く

   

さ
ん
が 
茶  
化 
す 
声 

ち
ゃ 
か 

こ
え

も
ふ
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
お 
不  
動 
さ
ん
の 
祭 
り

ふ 
ど
う 

ま
つ

は 
三
日  
三  
晩 
つ
づ
い
た
そ
う
で
す
。

み
っ
か 

み 
ば
ん

 
三
日  
日 
の 
夕  
方 
に
は
、

み
っ
か 

め 

ゆ
う 
が
た

 
男  
衆 

お
と
こ 
し
ゅ
う

は 
祭  
事 

さ
い 
じ

の 
後  
片  
付 
け
を 
急 
い
で
す
ま
せ
、

あ
と 
か
た 
づ 

い
そ

 
女 
お
ん
な

 
衆 
し
ゅ
う

は
、 
大  
世  
話  
人 
さ
ん
の 
家 
で 
反  
省 

お
お 
ぜ 

わ 
に
ん 

い
え 

は
ん 
せ
い

の 
集 
い
を
か
ね
た
「
ご 
苦  
労  
振 
る

つ
ど 

く 
ろ
う 
ぶ

 
舞 
」
を
行

ま
い

   

う
準

お
こ
な

じ
ゅ
ん

   
 
備 
に
せ
い
を 
出 
し
ま

び 

だ

し
た
。

　

や
が
て
、
み
ん
な 
顔 
ぶ
れ
が
そ

か
お

ろ
っ
て
、 
三
日  
間 
の 
疲 
れ
も 
忘 
れ
て

み
っ
か 
か
ん 

つ
か 

わ
す

の
い
ろ
い
ろ
な
話
は
な
し

   

に 
花 
を 
咲 
か
せ
ま

は
な 

さ

し
た
。

　
 
疲 
れ
た
た
め
か 
酒 
の
め
ぐ
り
も 
早 

つ
か 

さ
け 

は
や

く
、
余
   

興
よ
き
ょ
う

   

も 
次 
か
ら 
次 
へ
と
登
   

場

つ
ぎ 

つ
ぎ 

と
う   

し

じ
ょ
う

て
、 
徳
利  
踊 
り
や
ひ
ょ
っ
と
こ 
踊 
り

と
っ
く
り 
お
ど 

お
ど

に 
部 
屋
   

中

へ 

や
じ
ゅ
う

   

に
ぎ
わ
っ
て
、
そ
れ
を 
観 み

て
い
る
お
客
   

も
庭

き
ゃ
く

   

中
に
わ   

ぎ
っ
し
り
に
な

じ
ゅ
う

り
、 
立 
ち 
見 
の
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
そ

た 

み

う
で
す
。

　

そ
ん
な 
時 
、
ひ
ょ
っ
と
こ 
踊 
り
を

と
き 

お
ど

し
て
い
た 
方 
が 
足 
を
す
べ
ら
せ
、 
座 

か
た 

あ
し 

ざ

 
敷 
に 
転 
び
ま
し
た
。
は
ず
み
で
、 
足 

し
き 

こ
ろ 

あ
し

 
付 
き
の 
高  
膳 
と
お 
椀 
を
こ
わ
し
て
し

つ 

た
か 
ぜ
ん 

わ
ん

ま
い
ま
し
た
。 
今 
ま
で
の 
楽 
し
い 
座 

い
ま 

た
の 

ざ

も
、
急き
ゅ
う

   

に 
大  
騒 
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い

お
お 
さ
わ

ま
し
た
。

　

ま
ず
、 
大  
世  
話  
人  
夫  
婦 
が

お
お 
ぜ 

わ 
に
ん 
ふ
う 
ふ

　
「
な
ん
で 
母 
ち
ゃ
ん
お 
膳 
を 
片  
付 

か
あ 

ぜ
ん 

か
た 
づ

け
ね
え
ん
だ
よ
。
女
お
ん
な

   
 
様 
に 
声 
を
か
け

さ
ま 

こ
え

て
お 
膳 
を
さ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
の

ぜ
ん

に
」
と 
声 
を 
大 
き
く
し
ま
し
た
。

こ
え 

お
お

　
「
な
に 
言 
っ
て
ん
の 
父 
ち
ゃ
ん
。ま

い 

と
う

だ
み
ん
な
が
お 
膳 
に 
箸 
を
つ
け
て
ん

ぜ
ん 

は
し

の
に
、 
片  
付 
け
を
す
る
わ
け
に
は
い

か
た 
づ

か
め
え
」
と
…
…
。

　

こ
ん
ど
は
、
ひ
ょ
っ
と
こ 
踊 
り
の

お
ど

 
夫  
婦 
が 
騒 
ぎ 
立 
て
ま
し
た
。　
　
　

ふ
う 
ふ 

さ
わ 

た

（
つ
づ
く
）

ふ　
　
　

ど
う

ひ
め　
　
　

が　
　

ふ
ち
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（１５０）

御配賦諸御用留帳（明治三年）①

山
方
町
俳
句
ク
ラ
ブ

＜写真と文・金子理一郎＞

�前月比�

（　－１　）

（ －１２ ）

（　－６　）

（　－６　）

平成��年���月���日現在

世帯数�����	
戸

人�口������人

�男���
��人

�女���	����人

面�積���	����

戸 籍 の 窓

まちのすがた �
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�
�
�
�
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今
般

王
政
御
一
新�
付

朝
庭
よ
り
仰
せ
出
さ
れ
候
趣
、
定
も
在
ら
せ
ら
れ
候

ニ
付
テ
ハ
、
神
仏
混
淆
の
両
部
道
す
べ
て
御
廃
絶
遊

ば
れ
候
。
勿
論
寺
内
鎮
守
な
ど
と
相
唱
、
寺
中
神
明

を
祭
置
候
儀
以
来
相
成
ら
ず
候
条
、
右
様
の
類
す
べ

て
村
鎮
守
社
内�
引
移�
申
す
べ
く
候
。
若
又
寺
内

広
場�
候
ハ
バ
境
界
引
訳
神�
�
�
社
務
致
す
べ
く

候
。
将
又
近
来
陰
陽
を
取
立
俗
人
私�
仕
守
い
た
し

候
類
も
有
候
儀�
、
御
先
代
よ
り
御
禁
止�
遊
ば
れ

候
事�
付
、
是
又
鎮
守
社
内�
引
移�
申
す
べ
く
候
。

万
一
心
得
違
の
者
有
之�
お
い
て
ハ
厳
重
御
沙
汰
有

之
候
条
、
其
旨
相
心
得
引
移
方
取
調
急
速
申
し
出
べ

く
候
。
右
の
通
相
触
候
条
相
心
得
ら
る
べ
く
候
。
以

上１　

王
政
御
一
新　

慶
応
三
年
十
二
月
九
日
、
明
治

維
新
が
断
行
さ
れ
、
君
主
政
体
に
復
し
た
。

２　

神
仏
混
淆　

神
と
仏
は
も
と
も
と
は
一
体
で
あ

る
と
い
う
信
仰
か
ら
、
神
の
信
仰
と
仏
教
信
仰
を

調
和
し
て
い
っ
し
ょ
に
祀
る
こ
と
。

３　

両
部
道　

仏
教
と
神
道
を
一
つ
に
し
た
神
道
。

両
部
神
道
と
も
い
う
。

４　

神
明　

神
の
こ
と
。
天
照
大
神
の
称
。

５　

神�
　

じ
ん
ぎ
。
天
と
神
と
地
の
神
。
か
み
が

み
。

６　

陰
陽　

い
ん
よ
う
。
中
国
の
易
学
で
、
相
反
す

る
性
質
を
も
つ
二
つ
の
気
。
万
物
の
生
成
は
、
こ

の
二
つ
の
気
の
消
長
に
よ
る
と
い
う
。
陰
陽
五
行

の
説
に
よ
る
天
文
、
暦
、
占
い
の
学
問
を
陰
陽
道

と
い
う
。

ニ
エ

シ

ニ

ニ
テ

ニ

ハ

ニ

ニ

エ

シ

ニ

おめでとうございます
　　　　　　　　（６月届出分）
　集　落　名　　　氏　名　　保護者
元 倉 前（野上）　 橋  本 　 航  成 　貴　典

はし もと こう せい

金田第２（野上）　 渡  邊 　 花  恋 　　旭
わた なべ か れん

サン・コーポラス（山方）　 小  野  瀬 　
お の せ

 順 　勝　次
じゅん

下小池１（山方）　 三  次 　 晴  天 　邦　彦
み つぎ そ ら

長貫下（家和楽）　 木  村 　 綾  花 　隆　弘
き むら あや か

金田第２（野上）　 川  野  邊  来  夢 　賢　治
かわ の べ ら む

����������������

ご冥福をお祈りします
　　　　　　　　（６月届出分）
　集　落　名　　　　氏　名　　年齢
芝羽場１（山　方）　三次　武次　８９歳
原　　前（野　上）　鹿島　つき　８４歳
生 井 沢（照　山）　�����　７８歳
滝　　沢（野　上）　小口房之介　８３歳
仲　　道（小　貫）　神谷　たね　８８歳
久 隆 沢（久　隆）　湖口　　操　９５歳
馬　　道（諸　沢）　木村　照子　７５歳
間　　坂（諸　沢）　�池　　孝　７４歳
竹 の 内（長　沢）　武石　　壽　６９歳
原　　前（野　上）　鈴木富士夫　４０歳
下 河 原（西野内）　�池　光男　７７歳
大　　沢（諸　沢）　會澤　榮進　７２歳

１

２

３

４

５

６

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

６
月
号
「
草
の
実
」
の
清
水
正
子
さ
ん
の
俳
句
に
文
字

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
風
立
ち
て
さ
ざ
な
み
生
き
る
植
田
か
な

�
�

�
�
�
�

（
正
）
風
立
ち
て
さ
ざ
な
み
生
る
る
植
田
か
な

�
�

�
�
�
�
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
わ
た
し
の
作
品
」（
絵
画
・
写
真
・
書
・

そ
の
他
）、「
わ
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
」（
概
ね
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
秘
書
課
公
聴
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
（　

）６
８
２
１

５７

島田　 貴  絵 　ちゃん （H16.1.22生）
き え

（大字長田）

��������	
��

ボーイフレンド募集中！

写
真
「
嵯
峨
野
の
秋
」

（
茨
城
二
科
展
入
選
）

大森　正義さん
（大字盛金）


